
JP 2011-74754 A 2011.4.14

10

(57)【要約】
【課題】鋼桁上にコンクリート床版を一体化させた鋼・
コンクリート合成床版の構築に際し、コンクリートの乾
燥収縮やＰＣ緊張材の緊張によるプレストレスの導入に
よる変位よる影響をなくし、しかも構造上の弱点となる
場所打ち部分を極力小さいものとする。
【解決手段】プレキャストコンクリート板１２によって
構成されるコンクリート床版の底面の鋼桁上に対応する
位置に、プレキャストコンクリート板１２の厚さ方向の
中央部分より浅く、かつ幅方向に連続されせたスタッド
埋設用凹部１４を設けておき、そのスタッド埋設用凹部
１４内に鋼桁１１の上面に突設したずれ止め用スタッド
１６を挿入させた状態に前記プレキャストコンクリート
板を架設し、各プレキャストコンクリート板１２に連続
させてプレストレスを導入することによって各プレキャ
ストコンクリート板相互間を一体化させた後スタッド埋
設用凹部１４内に硬化性充填材１７を充填する。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鋼桁上に複数のプレキャストコンクリート板を並べて設置し、該プレキャストコンクリ
ート板相互間に連続させてプレストレスを導入することによって前記プレキャストコンク
リート板相互間を一体化させるプレキャストコンクリート板を使用した鋼・コンクリート
合成床版の構築方法において、
　互いに隣り合う平行な鋼桁上に、個別のプレキャストコンクリート板の中央部分下面を
支持させ、各プレキャストコンクリート板間の目地空間が互いに隣り合う鋼桁の間の位置
に位置される配置に複数のプレキャストコンクリート板を架設し、前記鋼桁上のプレキャ
ストコンクリート板の底面に該プレキャストコンクリート板の厚さ方向の中央部分より浅
いスタッド埋設用凹部を予め設けておき、
　該スタッド埋設用凹部内に前記鋼桁の上面に突設したずれ止め用スタッドを挿入させ、
前記目地空間内に目地用充填材を充填し、その硬化を待って各プレキャストコンクリート
板に連続させたプレストレスを導入させることにより各プレキャストコンクリート板を一
体化させたコンクリート床版を形成し、
　然る後前記スタッド埋設用凹部内に充填材を充填して該スタッドを前記コンクリート床
版の底面内に埋め込むことにより前記コンクリート床版と鋼桁とを一体化させることを特
徴としてなるプレキャストコンクリート板を使用した鋼・コンクリート合成床版の構築方
法。
【請求項２】
　スタッド埋設用凹部への充填材の充填は、前記コンクリート床版を貫通してその上面に
開口させた複数の充填材注入路より行う請求項１に記載のプレキャストコンクリート板を
使用した鋼・コンクリート合成床版の構築方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、鋼桁上にプレキャストコンクリート板を並べて架設し、プレキャストコンク
リート板相互間に連続させてプレストレスを導入させることによってコンクリート床版を
構成させ、該コンクリート床版の底面に前記鋼桁から突設させたスタッドを埋設すること
によって鋼桁とコンクリート床版とを一体化されるようにしたプレキャストコンクリート
板を使用した鋼・コンクリート合成床版の構築方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、ジャケット構造の桟橋等、鋼桁上にプレキャストコンクリート板を並べて設置
し、そのプレキャストコンクリート板相互間をこれらに連続させたプレストレスによって
一体化させることによって連続したコンクリート床版となし、このコンクリート床版と鋼
桁とを、鋼桁の上面に突設した滑り止めスタッドを床版内に埋設することによって一体化
した鋼・コンクリート合成床版が構築されている。
【０００３】
　このような従来の合成床版の構築に際しては、図１２に示すように、鋼桁１上にてプレ
キャストコンクリート板２，２の端面間に目地空間３を隔てて対向させた状態で、各プレ
キャストコンクリート板２，２......を鋼桁１，１......間に掛け渡し、各鋼桁１の上面
より前記目地空間３内に滑り止めスタッド４を突設させ、その目地空間３内に無収縮のセ
メントモルタルからなる目地コンクリート５を充填してスタッド４を埋め込み、然る後プ
レキャストコンクリート板２，２......に跨らせて挿通したＰＣ緊張材６を緊張すること
によって、プレキャストコンクリート板２，２間に目地コンクリート５を介在させて一体
化され、連続したプレストレスが導入されたプレストレストコンクリート床版となす工法
が開発されている。
【０００４】
　しかし、上述のスタッドは、目地コンクリート内に直接埋め込まれているため、プレス
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トレスの導入や乾燥収縮等によるコンクリート床版の変位を拘束することとなり、目地コ
ンクリートにひび割れが生じたり、鋼桁にもプレストレスが導入される等、床板及び桁に
多大な影響を及ぼすという問題があった。
【０００５】
　そこで、スタッドジベルの根元部の周囲に空隙を設けたもの（例えば、特許文献１を参
照）やスタッドジベルの根元部の周囲に遅延硬化性樹脂を被覆したもの（例えば、特許文
献２を参照）のように、床板へのプレストレス導入や目地コンクリート又は床板コンクリ
ートの乾燥収縮に対応して桁と床板との相対移動を許容できるようにした工法が開発され
ている。
【特許文献１】特開昭６３－１９３５３号公報
【特許文献２】特開２００２－４４７５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、上述の従来技術の如くスタッドジベルの根元部の周囲に空隙を設けた場合、ス
タッドジベルとコンクリートとの付着が阻害され、ジベル材引きぬき方向の強度が確保で
きず、床板と桁との間の結合強度が十分にとれない虞があった。
【０００７】
　一方、スタッドジベルの根元部の周囲に遅延硬化性樹脂を被覆した構造のものでは、遅
延硬化性樹脂が硬化した後は、スタッドジベルとコンクリートとが一体化され、ジベル材
引抜き方向の強度が確保されるが、スタッドジベルの周囲に厚く樹脂を塗布することがで
きないことから、大きな変位に対応することができず、適用できる構造物の規模が制限さ
れ、空港滑走路等の大規模な鋼・コンクリート合成構造物への適用が困難であったり、施
工開始後には、硬化時期の変更ができず、その後工程の変更等が生じた場合に対応するこ
とができない等の問題があった。
【０００８】
　更に、従来の工法では、コンクリート目地内にスタッドを突設させるものであるため、
鋼桁とコンクリート床版との結合力を大きくする必要がある場合には、スタッド数を多く
する必要があり、そのためスタッド突設部分の面積が大きくなり、これを埋め込むための
目地空間を広幅にする必要があるが、そうすると場所打ちの目地コンクリートの占める割
合が大きくなり、工場で高品質に形成されるプレキャストコンクリート板に比べて構造上
の弱点となる場所打ち部分が大きくなるという問題があった。
【０００９】
　本発明は、上述の従来技術の問題を鑑み、コンクリートの乾燥収縮や、ＰＣ緊張材の緊
張によるプレストレスの導入による変位よる影響をなくし、しかも構造上の弱点となる場
所打ち部分を極力小さいものとすることができるプレキャストコンクリート板を使用した
鋼・コンクリート合成床版の構築方法の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述の如き従来の問題を解決し、所期の目的を達成するための請求項１に記載の発明の
特徴は、鋼桁上に複数のプレキャストコンクリート板を並べて設置し、該プレキャストコ
ンクリート板相互間に連続させてプレストレスを導入することによって前記プレキャスト
コンクリート板相互間を一体化させるプレキャストコンクリート板を使用した鋼・コンク
リート合成床版の構築方法において、互いに隣り合う平行な鋼桁上に、個別のプレキャス
トコンクリート板の中央部分下面を支持させ、各プレキャストコンクリート板間の目地空
間が互いに隣り合う鋼桁の間の位置に位置される配置に複数のプレキャストコンクリート
板を架設し、前記鋼桁上のプレキャストコンクリート板の底面に該プレキャストコンクリ
ート板の厚さ方向の中央部分より浅いスタッド埋設用凹部を予め設けておき、該スタッド
埋設用凹部内に前記鋼桁の上面に突設したずれ止め用スタッドを挿入させ、前記目地空間
内に目地用充填材を充填し、その硬化を待って各プレキャストコンクリート板に連続させ
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たプレストレスを導入させることにより各プレキャストコンクリート板を一体化させたコ
ンクリート床版を形成し、然る後前記スタッド埋設用凹部内に充填材を充填して該スタッ
ドを前記コンクリート床版の底面内に埋め込むことにより前記コンクリート床版と鋼桁と
を一体化させることにある。
【００１１】
　請求項２に記載の発明の特徴は、請求項1の構成に加え、スタッド埋設用凹部への充填
材の充填は、前記コンクリート床版を貫通してその上面に開口させた複数の充填材注入路
より行うことにある。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明に係るプレキャストコンクリート板を使用した鋼・コンクリート合成床版の構築
方法は、プレキャストコンクリート板によって構成されるコンクリート床版の底面に、該
底面の前記鋼桁上に対応する位置に、該プレキャストコンクリート板の厚さ方向の中央部
分より浅く、かつ前記各プレキャストコンクリート板の幅方向に連続されせたスタッド埋
設用凹部を設けておき、該スタッド埋設用凹部内に前記鋼桁の上面に突設したずれ止め用
スタッドを挿入させた状態に前記プレキャストコンクリート板を架設した後、前記各プレ
キャストコンクリート板に連続させてプレストレスを導入することによって各プレキャス
トコンクリート板相互間を一体化させ、然る後前記スタッド埋設用凹部内に硬化性充填材
を充填することによって前記スタッドを前記コンクリート床版の底面内に埋め込むように
したことにより、床版の底面に広い面積のスタッド埋設凹部を設けた場合にあっても、プ
レキャストコンクリート板間にあってプレストレスが導入される場所打ちによる目地部の
割合を小さいものとすることができ、しかもスタッド埋設用凹部内におけるスタッドはそ
のコンクリート床版に対する相対移動長さを大きくすることができ、コンクリート床版の
大きな乾燥収縮やプレストレス導入による大きな変形に対しても拘束力を及ぼさない構造
とすることができる。
【００１３】
　また、本発明は、隣り合うプレキャストコンクリート板を、鋼桁上にてその端面間に空
隙を隔てて突合せた配置に架設し、該プレキャストコンクリート板の端面間の空隙を上下
に仕切り、その上側を目地用空隙となすとともに下側をスタッド埋設用凹部となし、該ス
タッド埋設用凹部内にのみ前記鋼桁と一体化させたずれ止め用スタッドを突設させた状態
となし、該スタッド埋設用凹部内への充填材の充填に先立って、前記目地用空隙に硬化性
目地材を充填し、その硬化を待って該目地用空隙を横切る方向に前記プレキャストコンク
リート板間に跨らせたＰＣ緊張材によってプレストレスを付与することとしたことにより
、目地部を鋼桁上に位置させる場合においても、場所打ち地の目地材が占める割合を小さ
いものとし、広いスタッド埋設用凹部の形成が容易となる。
【００１４】
　更に、鋼桁上に端面が突合せ配置に架設される各プレキャストコンクリート板の突合せ
側端面に、中間高さ位置より稍下側に水平方向に向けた仕切り用突条を一体に備え、該突
条を前記鋼桁上で互いに突合せることによって前記プレキャストコンクリート板間の空隙
を上下に仕切るようにしたことにより、狭い目地空間と広いスタッド埋設用凹部とをプレ
キャストコンクリート板製造時に形成しておくことができ、現場作業が簡略化され、しか
も工場での成型が可能なため、目地部の構造を高品質で信頼性の高いものとすることがで
きる。
【００１５】
　更に、前記スタッド埋設用凹部は、その上側の目地用空隙より広幅となし、該スタッド
埋設用凹部内に、該空隙のプレキャストコンクリート板突き合わせ端面間方向（空隙幅方
向）及びこれと直交する方向（空隙長さ方向）に向けて多数のスタッドを並べて突設する
ことにより、場所打ち目地を小さく、ずれ止めのためのスタッド数を多くすることができ
、コンクリート床版の品質の均質にでき、しかも鋼桁とコンクリート床版の結合を強固な
ものとすることができる。
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【００１６】
　更に、プレキャストコンクリート板間端面の両側端部に、前記仕切り用突条の下側に連
続して下向き突条部を一体に形成しておき、該下向き突条部によって前記スタッド埋設用
凹部の両端部を閉鎖させるようにすることにより、プレキャストコンクリート板を鋼桁上
で端面を突き合わせるのみで、両端が閉鎖されプレキャストコンクリート板接合端面の長
さ方向に連続したスタッド埋設用凹部が形成され、現場作業を少なくできる。
【００１７】
　更に、互いに隣り合う平行な鋼桁上に、個別のプレキャストコンクリート板の中央部分
下面を支持させ、各プレキャストコンクリート板間の目地空間を互いに隣り合う鋼桁の間
の位置に設ける配置に複数のプレキャストコンクリート板を架設し、前記鋼桁上のプレキ
ャストコンクリート板の底面に前記スタッド埋設用凹部を形成しておき、該スタッド埋設
用凹部内に前記鋼桁上面のずれ止め用スタッドを挿入した状態で該プレキャストコンクリ
ート板を架設し、前記目地空間内に目地用充填材を充填し、その硬化を待って各プレキャ
ストコンクリート板に連続させたプレストレスを導入させ、然る後前記スタッド埋設用凹
部内に充填材を充填することによりコンクリート床版と鋼桁とを一体化させるようにする
ことにより、施工上の条件、例えば１枚のプレキャストコンクリート板の重量制限や、運
搬時の大きさの制限によって、鋼桁間隔より短いプレキャストコンクリート板を使用しな
ければならない場合であっても、前述と同様に場所打ちの目地部を小さいものとし、かつ
鋼桁とコンクリート床版とを結合させるスタッド埋設用凹部の面積を大きなものとするこ
とができる。
【００１８】
　更に、スタッド埋設用凹部への充填材の充填は、前記コンクリート床版を貫通してその
上面に開口させた複数の充填材注入路より行うこととすることによって、プレストレスを
付与した後のコンクリート床版上で充填材の注入作業ができ、作業効率がよくなる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　次に、本発明の実施形態を図に基づいて説明する。
【００２０】
　図１は本発明方法によって構築される、鋼桁上に目地部を設けた合成床版の一例の概略
を示している。図において、符号１０はコンクリート床版であり、１１はコンクリート床
版１０を支持しこれと一体化された鋼桁である。この鋼桁１１は図には示してないが、ジ
ャケツと構造の桟橋に使用する場合には、水底の地盤に立設したコンクリート支柱等の下
部工に支持させるものである。
【００２１】
　コンクリート床版１０は、複数のプレキャストコンクリート板１２，１２......を鋼桁
１１，１１......間に掛け渡し、各プレキャストコンクリート板１２，１２の接合端面を
鋼桁１１上で互いにつき合わせ、その突合せ部の上側には上方が開放され、底部が閉鎖さ
れた目地空間１３を形成させ、下側に下側が開放され上側が閉鎖されたスタッド埋設用凹
部１４を形成させている。そして目地空間１３内には硬化性の目地材１５が充填され、ス
タッド埋設用凹部１４内には、鋼桁１１の上面に突設した多数のずれ止め用スタッド１６
，１６......が挿入されるとともにこれを埋め込んで一体化させる硬化性の充填材１７が
充填されている。この目地材１５及び充填材１７には一例として無収縮性のセメント系目
地モルタルを使用するが、この他樹脂モルタル等、充填作業時には流動性を有し、充填後
に硬化し、所定の強度が発現する各種の材料が使用できる。
【００２２】
　また、目地空間１３の幅ａ（図２中に示す）はプレキャストコンクリート板１２，１２
相互間の接合の際に必要な目地を形成するに足る幅例えば５０～１５０ｍｍ程度としてい
る。これに対し、スタッド埋設用凹部１４の幅ｂは、鋼桁１１上に突設された該鋼桁コン
クリート床版との結合に必要な強度を発現させるに必要な数のスタッド１６が全て収容さ
れ、かつ床版のコンクリート乾燥収縮やプレストレス付与の際の圧縮変形が生じた際の、
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スタッド１６が凹部１４の内面に接することなく相対移動が可能な幅に成型されている。
と床版とに相対移動に影響を及ぼさない広さにその幅が設定されている。
【００２３】
　プレキャストコンクリート板１２，１２......には、所定の単位長さのコンクリート床
版１０を構成するものに跨らせた配置にＰＣ緊張材１８が挿通されており、これが目地空
間１３内を横切って貫通されている。このＰＣ緊張材１８によってプレキャストコンクリ
ート板１２，１２及び目地材１５に連続させたプレストレスが付与され、これによって目
地材１５を介在させた複数のプレキャストコンクリート板１２，１２......に連続したプ
レストレスが付与されたトコンクリート床版１０となっている。
【００２４】
　次に上述したコンクリート床版１０の構築方法について説明する。
【００２５】
　先ず、使用するプレキャストコンクリート板１２の長さに合わせて一定間隔毎に鋼桁１
１，１１を設置する。この鋼桁１１は水底面又は陸地上に立設した支柱に支持させるなど
、適宜の下部工に支持させて設置する。鋼桁１１には、その上面の所定位置にスタッド１
６，１６......を予め一体に立設したものを使用する。
【００２６】
　次いで、図６に示すように、鋼桁１１，１１に端部下面を支持させてプレキャストコン
クリート板１２，１２......を架設する。このプレキャストコンクリート板１２は工場に
て成型されたものを使用し、それぞれの接合端面１２ａを鋼桁１１上で突合せ配置に接合
させる。
【００２７】
　各接合端面１２ａには、その厚さ方向（上下方向）の中央よりやや高い位置にＰＣ緊張
材挿通孔２０が開口されているとともに、厚さ方向の中央よりやや低い位置に水平方向に
向けて仕切り用の突条２１が突設されている。
【００２８】
　この突条２１は、図４、図５に示すように、プレキャストコンクリート板の両側縁部、
即ち接合端面の両側端部に至る長さに形成され、接合端面１２ａの両端に到る水平部２１
ａと、該水平部２１ａの両側端部下よりプレキャストコンクリート板底面に到る下向き部
２１ｂ，２１ｂとから構成されている。この水平部２１ａの上側が目地空間構成部１３ａ
となっており、目地空間１３を２分割した形状に成型されている。
【００２９】
　また、水平部２１ａと両下向き部２１ｂ，２１ｂによって囲まれる部分がスタッド埋設
用凹部構成部１４ａとなっており、スタッド埋設用凹部１４を２分割した形状に予め成型
されている。
【００３０】
　また、各プレキャストコンクリート板１２の端部には、その上面と前記スタッド埋設用
凹部構成部１４ａとに連通開口させた複数の充填材注入孔２２が開口されている。
【００３１】
上記形状の接合端面を持つプレキャストコンクリート板１２，１２を、鋼桁１１の上で両
接合端面における突条２１，２１が接合するように対向させて鋼桁間に架設させることに
より、突条２１の上側に目地空間１３を形成させ、突条２１の下側にスタッド埋設用凹部
１４を形成させ、そのスタッド埋設用凹部１４内にスタッド１６を挿入させている。
【００３２】
　また、プレキャストコンクリート板１２の架設に際しては、その端部底面の前記スタッ
ド埋設用凹部１４の開口縁部と鋼桁上面間に目地材２４を介在させ、スタッド埋設用凹部
１４の開口縁部と鋼桁１１との間の隙間を埋めている。
【００３３】
　このようにして各プレキャストコンクリート板１２を架設した後、目地空間１３内に開
口したＰＣ緊張材挿通孔２０，２０間に、これを連通させるジョイントシース２３（図２
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に示す）を掛け渡す。また図には示してないが、必要に応じて互いに突合せ配置の突条２
１，２１間の隙間をテープ状材又はコーキング材によって閉鎖する。
【００３４】
　この状態で図７に示すように、目地空間１３内に目地材１５を注入し、その固化を待っ
てＰＣ緊張材挿通孔２０，２０に跨らせてＰＣ緊張材１８を挿通し、これを緊張すること
により予定した枚数のプレキャストコンクリート板２０，２０......に連続されたプレス
トレスを付与してそれらを一体化させ、所定長さのプレストレスが導入されたコンクリー
ト床版１０となす。
【００３５】
　このようにしてコンクリート床版１０を鋼桁１１上に造成した後、コンクリートの乾燥
収縮が著しい期間が経過するのを待ってスタッド埋設用凹部１４内に充填材１７を充填す
る。この充填作業は、コンクリート床版１０上にて充填材注入孔２２より充填材１７を加
圧注入することによって行い。これによってスタッド埋設用凹部１４内にスタッド１６を
埋め込み、鋼桁１１とコンクリート床版１０とを一体化させる。
【００３６】
　次に本発明の第２実施例を図８～図１０について説明する。
【００３７】
　この実施例は、鋼桁１１上にプレキャストコンクリート板の中央部分を支持させる場合
を示しており、図８は完成状態の断面構造を示している。この実施例では鋼桁１１上にプ
レキャストコンクリート板の長さ方向中央部分を支持させるものであり、鋼桁上用プレキ
ャストコンクリート板３０と、中間部用プレキャストコンクリート板３１とを使用してい
る。
【００３８】
　鋼桁上用プレキャストコンクリート板３０には、その底面の中央部分に予めスタッド埋
設用凹部３２が形成されている。このスタッド埋設用凹部３２は前述と同様に、鋼桁１１
上に複数列配置に突設させたスタッド１６が全て収容され、コンクリートの乾燥収縮やプ
レストレスの導入による床版の変形に対し、鋼桁が相対移動できるようにスタッド１６と
スタッド埋設用凹部３２の内面との間に隙間ができる大きさに形成されている。このスタ
ッド埋設用凹部３２とプレキャストコンクリート板３０の上面間に複数の充填材注入孔２
２が貫通開口されている。
【００３９】
　鋼桁上用プレキャストコンクリート板３０の両端の接合端面３０ａには、その下縁部に
突条３３が、接合端面３０ａの両側端部に跨る配置に突設されており、その上側が目地空
間構成部３４となっている。
【００４０】
　中間部用プレキャストコンクリート板３１は、スタッド埋設用凹部がなく、両端の接合
端面３１ａに、鋼桁上用と同様の突条３３が形成され、その上側が目地空間形成部３３と
なっている。
【００４１】
　また、各プレキャストコンクリート板３０，３１にはそれらに互いに連通させることが
できる配置にＰＣ緊張材挿通孔２０が形成されている。
【００４２】
　施工に際しては、鋼桁１１の上に鋼桁上用プレキャストコンクリート板３０を、そのス
タッド埋設用凹部３２の開口縁部に目地材２４を介在させ、該スタッド埋設用凹部３２内
に鋼桁１１上のスタッド１６を収容した状態に設置する。
【００４３】
　この各鋼桁上用プレキャストコンクリート板３０，３０間に中間部用プレキャストコン
クリート板３１を挿入し、図示してないが支保工に支持させて、接合端面３０ａ，３１ａ
の突条を付き合わせた状態に設置する。
【００４４】
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　このようにして各プレキャストコンクリート板３０，３１を架設した後、目地空間構成
部３４によって構成されている目地空間１３内に開口したＰＣ緊張材挿通孔２０，２０間
に、これを連通させるジョイントシース２３を掛け渡す。また前述と同様に必要に応じて
互いに突合せ配置の突条３３，３３間の隙間をテープ状材又はコーキング材によって閉鎖
する。
【００４５】
　この状態で目地空間１３内に目地材１５を注入し、その固化を待ってＰＣ緊張材挿通孔
２０，２０に跨らせてＰＣ緊張材１８を挿通し、これを緊張することにより予定した枚数
のプレキャストコンクリート板３０，３１に連続されたプレストレスを付与してそれらを
一体化させ、所定長さのプレストレスが導入されたコンクリート床版１０となす。
【００４６】
　このようにしてコンクリート床版１０を鋼桁１１上に造成した後、コンクリートの乾燥
収縮が著しい期間が経過するのを待って前述と同様にしてスタッド埋設用凹部３２内に充
填材１７を充填する。これによってスタッド埋設用凹部１４内にスタッド１６を埋め込み
、鋼桁１１とコンクリート床版１０とを一体化させる。
【００４７】
　この第２実施例では、鋼桁上用プレキャストコンクリート板の間に中間部用プレキャス
トコンクリート板を介在させることによって目地位置を荷重によって生じる断面力（曲げ
モーメント）が小さい位置に設けることができるという利点があるが、これに限るもので
はなく１枚以上の中間部用プレキャストコンクリート板を介在させても良く、またこれを
使用することなく、鋼桁上用プレキャストコンクリート板相互間を接合させるようにして
もよい。
【００４８】
　上述した各実施例では、スタッド埋設用凹部１４又は３２をプレキャストコンクリート
板の幅方向の両端に跨って連続した形状に形成し、１つのプレキャストコンクリート板と
鋼桁とを一体化するための全てのずれ止め用スタッド１６を、上記１つのスタッド埋設用
凹部１４又は３２内に挿入する構造としているが、この他、図１１に示すように、プレキ
ャストコンクリート板１２又は３０の幅方向に複数のスタッド埋設用凹部３５，３５....
..を並べて開口させ、それぞれのスタッド埋設用凹部３５に充填材注入孔２２，２２を連
通させ、そのスタッド埋設用凹部３５毎に鋼桁１１上に突設したずれ止め用スタッド１６
，１６......を挿入させる構造としてもよい。
【００４９】
　また、上述した実施例では、１つのスタッド埋設用スタッド埋設用凹部１４，３２又は
３５内に複数のずれ止め用スタッド１６を挿入したもの、即ち、複数のスタッド１６に対
して１つのスタッド埋設用凹部１４,３２又は３５を共用したものを示しているが、この
他図には示してないが、１本のずれ止め用スタッド１６毎に、１つのスタッド埋設用凹部
を個別に備えたものであってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５０】
【図１】本発明方法の第１実施例によって構築される合成床版の縦断面図である。
【図２】同上の鋼桁上部分の拡大縦断側面図である。
【図３】同、拡大縦断正面図である。
【図４】第１実施例において使用しているプレキャストコンクリート板の縦断面図である
。
【図５】同、正面図である。
【図６】本発明方法の施工工程におけるプレキャストコンクリート板架設時の状態を略図
的に示す断面図である。
【図７】同、プレストレス導入状態を示す断面図である。
【図８】本発明方法の第２実施例によって構築される合成床版の断面図である。
【図９】同上の鋼桁上部分の拡大縦断側面図である。
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【図１０】第２実施例のプレキャストコンクリート板の接合部分を示す縦断正面図である
。
【図１１】本発明方法におけるスタッド埋設用凹部の配置を違えた実施例を示す断面図で
ある。
【図１２】従来例の概略を示す縦断面図である。
【符号の説明】
【００５１】
ａ，ｂ 幅
１０ コンクリート床版
１１ 鋼桁
１２ プレキャストコンクリート板
１２ａ 接合端面
１３ 目地空間
１３ａ 目地空間構成部
１４ スタッド埋設用凹部
１４ａ スタッド埋設用凹部構成部
１５ 目地材
１６ ずれ止め用スタッド
１７ 充填材
１８ ＰＣ緊張材
２０ ＰＣ緊張材挿通孔
２１ 突条
２１ａ 水平部
２１ｂ 下向き部
２２ 充填材注入孔
２３ ジョイントシース
２４ 目地材
３０ 鋼桁上用プレキャストコンクリート板
３０ａ 接合端面
３１ 中間部用プレキャストコンクリート板
３１ａ 接合端面
３２ スタッド埋設用凹部
３３ 突条
３４ 目地空間形成部
３５ スタッド埋設用凹部



(10) JP 2011-74754 A 2011.4.14

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図８】 【図９】
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